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  平成24年７月の「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推

進（報告）」に次の事項が示されました。 

 「『共生社会』とは、これまで必ずしも十分に社会参加できるような環境になかった障害者等が、積極

的に参加・貢献していくことのできる社会である。」 

 また、本年１月、我が国は「障害者の権利に関する条約」に批准し締結国となりましたが、本条約の第

24条に「『インクルーシブ教育システム』とは、人間の多様性の尊重等の強化、障害者が精神的及び身体

的な能力を可能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加することを可能とするとの目的の下」

構築する仕組みであることが述べられています。 

 これまで「社会参加・自立を目指す」と言われてきたこの教育において、「貢献」というキーワードが

示されたことは、大変意義深く注目すべき理念であると考えます。「貢献」とは、他者との、または、社

会との「関係性」において意義付けられる社会的価値概念だからです。 

「貢献」の辞書的な意味として「物事や社会に力を尽くして、よい結果をもたらすこと。（新辞林）」

があります。「貢献」には、非常に幅の広い意味が内包されます。先の意味に「力を尽くして」とありま

すが、児童生徒が日々の学習に精一杯取り組み、困難があってもそのもてる力を最大限発揮する姿を実現

する特別支援教育の充実が、社会の多くの人々への共感と感動をもたらし、多様な人々を包括する「共生

社会」の実現に「貢献」するのです。 

 また、「キャリア発達を促す教育」の視点から、児童生徒は（学校卒業後も含め）その能力・特性に応

じて様々な役割（ライフロール）を果たす可能性を秘めており、その役割を通じて社会に貢献することが

できます。ここでいう役割（ライフロール）とは、D.E.スーパーによれば、「子ども」「学生」「余暇人」

「労働者」「市民」「家庭人」など多様な役割を指しています。特別支援教育は、その可能性を最大限に

「開発」する役割をもつ教育であると言えます。 

 「貢献」のやや狭義な意味としては、今日、我が国全体において職業的な自立の推進及び障がいのある

人々の雇用施策が強化されていますが、言うまでもなく「職業」を通じて社会に貢献することは極めて大

切なことであります。その就労形態も、個に応じて今後ますます多様化していくことが期待されています。 

 私は、現在の特別支援学校高等部学習指導要領の新教科「福祉」の創設に携わりましたが、その改定作

業ワーキンググループの検討経過の中で、「特別支援学校を卒業する生徒たちは、必要に応じて福祉サー

ビスの利用者でもあるが、その彼らが社会の中で福祉サービスに関する職業に就くこと、または福祉サー

ビスを提供する仕事について学ぶことは、彼らの社会的存在価値を高め、大変意義のあることである。」

という見解が生まれ、多くの方々の支持を得ていったことを思い出します。今日、「知識基盤社会」の時

代と言われますが、すべての人々が社会の様々な仕組みの中で相互に役割を担い合えるようになっていく

プロセスは、まさに「共生社会」の形成過程そのものであり、今後もこのような「パラダイムシフト」が

ますます活発になっていくことが期待されているのです。 

 このため、このような「知の開発・創造」とその実現に向けての動きは、特別支援教育に携わるすべて

の人々のテーマであり、この動きは彼らを生涯支える企業や福祉等の関係者の願い、アイディアとともに

生み出していくことが重要であると考え、本年度の「特集テーマ」として取り上げました。 

 各学校、各関係機関、各地域の皆様のご協力の下、年間３回に分けての発行を目指しています。 

 是非ご覧いただき、忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げます。 

  「共生社会」の実現に向けて・・「貢献」するとは 
 

北海道立特別支援教育センター所長   木 村 宣 孝 
 

巻頭言 
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１ はじめに 

わかば幼稚園は昭和51年に開園し、来年開園40年を迎えます。卒園児は2,778名を数えます。 

40年の歴史の中で、特別支援教育に関わったのは25年くらい前です。初めて受け入れた子どもは、

今ならば自閉症スペクトラムやアスペルガー症候群といわれると思われる子どもです。受け入れた当

時は、通園センターなど特別な教育的支援を必要とする子どものための施設もなく、相談できる場所

は児童相談所くらいでした。幼稚園としても、特別な教育的支援を必要とする子どもへの指導はどう

するのかということも、ほとんど決まっていなかった状況です。その後も、特別な教育的支援を必要

とする子どもたちが少しずつ入園してきました。 

 それから25年、教師みんなで、わかば幼稚園の教育を少しずつ見直していき、子どもの年齢、成長、

興味・関心に寄り添うような幼稚園に変わっていきました。その中で、幼稚園の一日の流れ、保育内

容、保育室の環境設定等を「子ども一人一人が遊びやすく、やりたいことができる場所」「自分の家

のように安心できる場所」へと変えていきました。 

 わかば幼稚園の教育が少しずつ変わる中で、特別な教育的支援を必要とする子どもたちがクラスや

幼稚園生活に徐々に適応している様子が見られるようになりました。さらに、わかば幼稚園の教育を

客観的に振り返ってみると、園内研修や園外研修を積み重ねる中で、教育内容や幼稚園の教育環境な

どが特別な教育的支援を必要とする子どもたちにとってはもちろん、特別な教育的支援を必要としな

い子どもたちにとっても居心地のよい場所になってきていると感じます。あわせて、幼稚園の様々な

保育環境、幼稚園生活の各場面、人間関係等、どれを取っても、特別な教育的支援を必要とする子ど

もたちに無理をさせて取り組ませることはほとんどありません。その子どもに合わせて、できること

から少しずつ取り組むことができるようにします。きっと、わかば幼稚園は楽しく遊べる場であり、

生活習慣・集団生活を身に付ける場であり、学びの場になっていると思います。 

 今回は、「わかば幼稚園の教育と特別支援教育」というテーマでわかば幼稚園の教育を報告させて

いただきます。 

 

２ わかば幼稚園の教育 

わかば幼稚園は、子ども自身が「遊んでいる」実感をもてる教育をしています。家へ帰って保護

者に「あ~、いっぱい遊んだ」と話し、さらに、「明日は○○して遊ぼう」と明日を楽しみにするこ

とが一番大切なことと考えています。また、子どもが本気で遊ぶことで、楽しさ、工夫、協力、コミ

ュニケーション等、様々な学びの芽が生まれると考えます。 
教師は子ども自身が好きな遊びを選び、あるいは自分で遊びを創り出すことのできる時間と場所

を保障することを第一に考えています。そのために、遊べる場所、保育室のおもちゃ、道具や材料は

いつでも使えるように準備しています。保育の内容も「戸外の活動と室内の活動」「活発な活動と落

ち着いた活動」を一日の中でバランスよくできるように、毎日の幼稚園生活の保育内容や流れを考え

ています。 

学校法人旭川宝田学園わかば幼稚園 

園長 佐 藤 公 文

幼児一人一人の教育的ニーズを踏まえた多様な学びの場 

～子ども、保護者、教師が生き生きできる幼稚園～ 
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(1) わかば幼稚園の一日 

わかば幼稚園の子どもは、幼稚園まで保護者に徒歩、自転車、自動車で送られて登園してきま

す。ほとんどの子どもは９時に保育室に集まっています。その後、保育室、遊戯室、グラウンド

などその日の活動がそれぞれの場所で始まります。つまり、朝、保育室で遊んでいたクラスは日

中や午後の活動、遊びは遊戯室やグラウンドで遊ぶことになります。このように一日の中で「戸

外の活動と室内の活動」「活発な活動と落ち着いた活動」を保障することが大事なことと考えて

います。（表） 

保護者も園内へ自由に入ることができ、担任と子どもの様子を話したり、悩んでいることをい

つでも相談できたりします。また、クラスの様子を見ることもできるため、幼稚園の様子や保育

のことがある程度理解されていると考えられます。 

 

  

(2) わくわくたいむ（自由遊び） 

“わくわくたいむ”は自由遊びのことです。自由遊びは、自由＝勝手気ままや放任ではないた

め、自由遊びという言葉は使わず、休み時間という位置付けでもありません。「今日は何して遊

ぼう」と、ワクワクした気持ちで登園してほしいという考えで“わくわくたいむ”としました。

最低限のルールの中で、子ども自身が好きな遊びをたっぷりできるようにしたいと考えています。

クラス全員が一斉に同じ遊びをすることはあまりありませんが、教師がさせたい遊びを“わくわ

くたいむ”の中で一緒にすることもあります。 
登園した後は教師の指示がなくても、自分の保育室で好きな遊びを始めてよいことになってい

ます。前日作った積み木遊びの続きをしたり、昨日遊んでいたままごとや制作物の続きをしたり

している子どももいます。 
新年度、新しいクラスになって、まず、教師が考えることは、子ども自身が自分の好きな遊び

を選んだり、見付けたりできるような保育室にすること、「好きなことをして遊んでいい」とい

う遊びの保障をすることです。子どもは好きな遊びができることで、教師にやらされているので

はなく、自分の考えに合う遊びをすることができます。特に年度の初めは、好きな遊びをたくさ

んすることが、幼稚園や新しいクラスへの安心感、親しみを増すことにつながります。好きなこ

とを時間的にも、内容的にも十分できることで、一つ一つの遊びに満足感や達成感をもつことが

できると考えています。 
わかば幼稚園では、“わくわくたいむ”を好きな遊びをしながら子どもの遊びの力を伸ばし、

一人一人を成長させる“学び”と考えています。 
 

 
 
 
 
(3) どきどきたいむ（設定遊び） 

“どきどきたいむ”は設定保育、一斉保育のことです。「先生はどんなことをしてくれるのだ

時

間 
7:30 

~8:40 
8:40 

~9:00 
9:00 

~10:00 
10:00  

~10:30 
10:30  

~11:40 
11:40 

~12:30
12:30 

~13:30 
13:30 

~14:00 
14:00~ 

内

容 

朝の 
預かり 
保育 

登園 
 

朝の 
わくわく 
たいむ 

片付け 
朝の会 

どきどき

たいむ 
昼食 
お弁当 

午後の 
わくわく 
たいむ 

降園準備 
帰りの会 

徒歩 
集団 
降園 

遊ぶ→自分でやる→楽しい→もっとやりたい→試す、工夫する 

→自己肯定感・社会的評価（達成感・満足感）の向上→また遊ぶ 

表 わかば幼稚園の一日

学び＝ 
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ろう？」と子どもたちがドキドキ楽しみにする時間にしたいと考えました。 
① “わくわくたいむ”だけでは身に付かないこと。 
② みんなで経験したほうがいいこと。     
③ みんなで練習や協力が必要なこと。 

等が“わくわくたいむ”との違いと考えています。 
ただ、３歳児年少組は年間を通じて、４歳児年中組は

年度の初めころまでは、一斉保育はあまりしません。その

理由は、 
① 一人一人の好きな遊びをたっぷりさせたい。 
② 子どもの興味や関心がバラバラでなかなかまとまらない。 
③ 子どもは、担任の話を落ち着いて聞くよりも、好きなことをしたい気持ちが強い。 

というためです。 
図の写真は４月の４歳児年中組の“どきどきたいむ”です。まず、“わくわくたいむ”の延長

で好きな遊びを始めます。保育室の一角に、教師が「手形のスタンプ遊びコーナー」を設定しま

した。すると「先生何やってるの～」とやりたい子どもからスタンプ遊びを始めます。最大６人

ほどしか活動する場所がありません。空いた場所から次の子どもがスタンプをします。こうする

と、教師は一人一人と十分関わって保育を進めることができます。コーナーに参加していない子

どもは、保育室内で落ち着いて好きな遊びに取り組んでいます。このような保育のやり方をする

ことで、強制してやらせるのではなく、やりたい子どもがスタンプ遊びをすることになります。

ほとんどの場合全員がやります。結果的に子どもはやりたいという気持ちで教師が設定した遊び

をやるということになります。また、教師は特別な教育的支援を必要とする子どもたちともゆっ

たり関わることができます。 
(4) 徒歩降園 

わかば幼稚園の登園は毎朝、保護者が送ってきます。帰りは６コースに分かれて毎日、徒歩で

集団降園をします。近いコースでわかば幼稚園から約0.8km、遠いコースで2.5kmあります。嵐や

強風の日でなければ、集団徒歩降園をします。雨や雪の日でも基本的にはレインコートやスノース

ーツを着て、徒歩で帰ります。少し道草をして、しりとりやなぞなぞなどをしながら、歩いて帰

ります。ただ、体力のない子どもは無理はしません。歩く距離を少しずつ伸ばしていきます。 

歩くことは、子どもにとって苦痛や大変なことではありません。かえって、「歩くのは楽し

い！」と言う子どもが多いようです。雨の日にレインコートと長靴で歩くのも楽しいものです。

毎日歩くことで少しずつ筋力が付いたり、持久力が付いたり、体幹が育ったりしています。さら

に、長い距離を歩くことで心の育ちも大きいと感じています。 

(5) わかば幼稚園らしい行事・自然活動 
日常の保育活動のほかに、日常とは少し違う行事の活動があります。目標やねらいは活動ごと

に違いますが、基本的な考え方は子どもたちが「楽しかった～」「またやりたいな」と思える活

動にすることを大切にしています。特別な教育的支援を必要とする子どもも、できるだけ経験で

きるようにしています。 
運動会やお遊戯会などの行事は５歳児年長組になると、少し頑張る、難しいことに挑戦するよ

うな、少しレベルの高い内容になります。しかし、３歳児年少組、４歳児年中組は日常の活動と

同様に、年齢や興味・関心に合わせた内容、指導方法を考えて、あまり難しいことはしないよう

にしています。どんなことをするか分かりやすく、取り組みやすい内容で、園児みんなが楽しめ

るということを考えます。 
自然の中で遊ぶこと、野菜の栽培をすることなど、自然と関わることができる活動を幼児期に

経験することが大事なことと考えています。わかば幼稚園のある旭川緑が丘地域を中心に、大き

図 どきどきたいむの様子
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な自然を直接体験させたいと考え、幼稚園近くを流れる忠別川で一年にわたって川遊び・川流れ

体験、忠別川近くの神楽岡公園での自然散策、サケ遡上の観察（忠別川）、サケの稚魚の飼育と

放流（忠別川）、旭川国際バーサースキー大会５kmコース参加（忠別川河川コース）に取り組

んでいます。子どもたちにとって達成感を強く感じる楽しい活動になっています。 
(6) コミュニケーション力を育てる放送教育 

   わかば幼稚園では、25年以上にわたってＮＨＫ教育番組を利用した幼児放送教育に取り組んで

います。年齢によって目標やねらいは違いますが、その基本にあることは 
   ① みんなで楽しく番組を見る。 
   ② 番組に対する感想や意見を話し、友達の意見も聞く。 
   ③ 友達や教師との共感を大事にしながら、お互いの違う意見も認め合う。 
   ④ 自分のやってみたい遊びをする。 

になります。これらは、年齢によってレベルの違いはありますが、一つの番組を見た後に、子ど

もの成長に合った意見交換をして、遊びに発展したり、課題を見付け解決する活動をしたりする

ようになります。自分の意見や活動を、教師を含めたクラス全体で認めてもらうことで、相手の

意見や活動を認められるように成長します。これらの積み重ねで、子ども同士のコミュニケーシ

ョン力が育っています。 
 

３ わかば幼稚園の特別支援教育 

 これまで、わかば幼稚園の子どもが“生き生きできることを考えた教育”について述べてきました。

幼稚園に入園した子どもは幼稚園生活を積み重ねる中で、年齢相応に成長し基本的な生活習慣を身に

付けるとともに、集団行動や集団のルールに慣れ、理解し、行動できるようになるものです。特別な

教育的支援が必要な子どもたちも日常の生活や遊び、クラスの友達の行動や言葉の影響で大きく成長

します。担任と副担任はその子どもの特徴や成長に合った配慮、指導をします。また、周囲の友達と

一緒に様々な経験を積み重ねることができるように計画を立てます。 
 わかば幼稚園の特別支援教育をどのように考え、実践しているかを以下で説明します。 

(1) 入園 ～ 他の保護者にも理解してもらう 
特別な教育的支援を必要とする子どもが幼稚園に入園する場合、入園希望の保護者に教育の方

針をよく説明して、幼稚園側と保護者の両方が納得して入園を決めます。入園後、参観日の保護

者懇談の中で、特別な教育的支援を必要とする子どもの保護者から、他の保護者の方へ子どもの

ことを簡単に話してもらいます。その直後、担任から幼稚園・クラスでどのような対応をするか

を説明します。保護者は快く受け入れてくれます。特別な教育的支援が必要な子どもの保護者の

方に対して「大丈夫よ！分かっているから！」と温かい声をかけていただくこともあります。 
(2) 幼稚園が自分の居場所になる ～ 周りの子どもたちの理解が必要 

特別な教育的支援を必要とする子どもは、まず、幼稚園の建物や雰囲気に慣れることが必要 

です。幼稚園の中がどうなっているか、自分の好きなおもちゃがどこにあるかなど、幼稚園の中

が気になっています。入園して初めに、必ず副担任が付いて歩いて、納得し、安心するまで探検

していいことにしています。 
時には、他の子どもたちが作った積み木の作品を壊してしまうこともあるでしょう。しかし、

年長の子どもであれば、壊した子どものことを理解しているため、「また作るからいいよ」と言

うこともよくあります。ただ、教師は壊された子どもたちの心情を十分くみ取って、感謝の気持

ちをしっかり伝えることが大事と考えています。このように周囲が迷惑でない限りは担任、副担

任が最大限の注意を払って、見守ります。こうして、子どもたちは徐々に幼稚園に慣れて、幼稚

園や自分のクラスが安心して遊べる自分の居場所になっていくのです。 
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また、周囲の子どもたちも特別な教育的支援を必要とする子どもの手伝いをしたくなる時期が

あります。その場合も、副担任が特別な教育的支援を必要とする子どもとの距離を適切に取り、

クラスの子どもたちと関わる機会を増やします。周囲の子どもは入園からずっとその子どもの様

子、担任や副担任の関わり方を見ているため、必要な支援をある程度理解して手伝いを上手にし

てくれています。 
(3) 本人の成長 

特別な教育的支援を必要とする子どもたちの多くは先の見通しがもてなかったり、待てなかっ

たり、集団行動ができなかったりと、課題は一人一人違います。しかし、クラスの他の子どもた

ちが特別な教育的支援を必要とする子どもたちの前で列に並んだり、集団のルールを守ったり、お

片付けをしたりということを毎日目にしていると、みんなの行動が気になってきます。また、優

しく手をつないでくれる友達が現れると嫌な気持ちにはなりません。このような幼稚園の中でプ

ラスの経験が積み重なり、そこに本人の心の成長、体の成長が合わさることで、いつの間にかみ

んなと一緒に行動する姿も見られるようになります。こうなると集団行動もある程度できるよう

になります。 
(4)「すくらむ」の活用と関係機関との連携 

わかば幼稚園では上川版個別の支援計画「すくらむ」（子ども理解シート）を園児全員が使っ

ています。そして、年に２～３回保護者との個別懇談会を開いています。 
① 「すくらむ」を保護者と担任が一緒に記入することで、子どもの成長や現在の課題の共

通理解ができます。 
② 園全員が「すくらむ」を使うことで、「すくらむ」は特別な教育的支援を必要とする子

どもだけのものではないと理解してもらえます。 
また、クラスに気になる子どもが出た場合、「すくらむ」を作ることにより、どんな対応をす

るか保護者と話合いを進めるきっかけになります。 
さらに、デイサービス、特別支援学校、旭川市発達相談室、医療機関などの関係機関に相談、

訪問、情報交換するなど、外部からの意見をできるだけ聞くようにします。これが、幼稚園の特

別支援教育によい影響があり、実際に小学校入学の際の就学相談や小学校との連携にも生かされ

ています。 

４ まとめと今後の課題 

 わかば幼稚園は「子ども、親、教師みんなが生き生きできる幼稚園」を目標に、教育の内容、生活

や遊びの場所としての幼稚園全体や保育室を少しずつ変えてきました。わかば幼稚園の教育の形が変

わる中で、子どもたちが「楽しい」「また、やりたい」「先生に褒められちゃった」と幼稚園生活を

楽しみながら成長する様子を、教師は実感し、手応えを感じるようになりました。その中で特別な教

育的支援を必要とする子どもたちも、幼稚園生活の中で表情が豊かになったり、友達と遊ぶ場面が増

えたり、集団行動ができるようになったりと様々なよい変化と成長が見られました。 
 私たち教師は、どの子どもにとっても、好きなことから幼稚園生活が始まり、子どもの興味や成

長・年齢に合わせた保育内容を考え、子どもが主体の幼稚園生活を展開するということが大切なこと

と考えることができるようになりました。保護者にとっても、特別な教育的支援が必要として入園し

た子どもが、幼稚園生活を生き生きして楽しむ様子を見て、子どもの成長を感じることができ、子ど

もの現在の状態を受け止められるようになります。さらに、「これからどうする」という前向きな考

え方ももてるようになってきます。 
 これからも、教師自身が日々の学級運営をよりよい方向で実践を進め、子どもの将来を考えながら、

今の成長をしっかり把握し、保護者と深い話合いができる幼稚園でありたいと考えています。 
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１ はじめに  

 白糠町は、道東釧路管内にある、人口約９千人の小さな町です。漁業・農業・林業が盛んな地域で

あり、水産物（毛蟹・シシャモ・柳ダコ等）や、農産物・乳製品など、「食と食材の町」としても知

られています。 
町内の学校は、小学校が３校、中学校が３校の計６校で、そのうち１校が小・中併置校で、学校

そのものは５校しかありません。その他に、公立・私立の幼稚園・保育園が計６つあります。 
 さらに、町内に、北海道白糠養護学校（以下、 
「白糠養護学校」とする。）、北海道白糠高等学

校があり、幼稚園・保育園、小・中学校、高等学

校、特別支援学校と、大学を除くほぼ全種の学校

が存在しています。これは、釧路管内では珍しく、

白糠町の大きな特徴ということができます。 
 したがって、特別支援教育に関しても、就学前

から情報を共有化し、子どもたちが社会に出るま

で一貫した教育を行うことができています。 
 

２ 子どもたちの成長の記録化 

 
 白糠町のみならず、管内では釧路管内特別支援連携協議会が、特別な教育的支援を必要とする子ど

もたちのための個別の教育支援計画（「マリーモ」）を作成しました。白糠町では、北海道教育委員

会が作成した個別の教育支援計画とマリーモを参考にしながら独自の個別の教育支援計画を作成し、

それぞれの学校間で卒業（園）時に情報を引き継ぐようにしています。  
どの地区でも作成されているものと思いますが、就学前の子どもの様子や保護者の願い、指導の

留意点、主治医のアドバイスなど、成長していく子どもの姿を克明に記録していきます。各学校を卒

業（園）する際に、必ず次の学校へ引き継ぎ、指導の一貫性をもたせることに大いに役立っています。

最終的には、子どもたちが社会に巣立つときにも、それらの指導の歩みを記載したものを持たせるよ

うにしています。 
 このようにして、特別な教育的支援を必要とする子どもたちの姿を克明に記録することにより、次

への指導の大きな手掛かりとなっています。 
 
３ 町の学校間の連携 

 
 恵まれたことに、白糠町には特別支援学校（白糠養護学校）があることにより、町内に特別支援教

育の専門的なスタッフが大勢います。各学校・園、高等学校は、随時、白糠養護学校のスタッフに直

接指導の在り方についてのアドバイスを受けられるようになっています。 

学校名 児童生徒数 特別支援学級数

白糠小学校 １９５名 ３学級 

庶路小学校 １１５名 ３学級 

茶路小学校 １２名 なし 

白糠中学校 ９７名 ３学級 

庶路中学校 ７３名 １学級 

茶路中学校 １８名 １学級 

白糠町教育委員会【板 谷 聖 一 教育長】 

白糠町教育委員会指導室 室長 川 島 眞 澄  

白糠町における特別な教育的ニーズのある子どもの 

社会参加・貢献を目指した取組 
〜町が一体となった特別支援教育の取組〜 

 

 

表 町内小・中学校の児童生徒数
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 時には、各学校・園にスタッフを招き、特別な教育的支援の必要な子どもの様子を直接見ていただ

きながら、これからの指導をどのように行うのがよいかを相談することもできます。 
 また、就学前の子どもたちへも、保護者からの要望があれば、各種検査を実施する機関としての機

能も有しています。それにより、早期に特別な教育的支援を必要とする子どもの実態を把握し、でき

るだけ早い時期からの対応を行っています。 
 具体的には、町の教育支援委員会において、保護者からの申し出の他、

幼稚園・保育園の先生方からも情報を得て、検査を受けることのアドバ

イスを保護者に伝えることもあります。もちろん、すべての保護者がそ

れを受け入れるわけではありませんが、特別な教育的支援を必要と考え

られる子どもには、できるだけ早い段階からの支援が効果的であること

を伝え、特別な教育的支援を必要とする子どもの早期発見・早期支援に

努めています。 
 また、白糠町交流教育研究協議会が中心となり、各学校の実態や活動

内容を交流する場を設け、年度末には「交流教育だより」を発行し、広

く特別支援教育の内容を還流しています。 
 
４ 各学校・園と教育委員会との連携 

 

 町内の公立幼稚園、小・中学校には、年に２回、教育委員が学校訪問を行い、それぞれの園や学校

の様子を直接見る場面を設定しています。そこでは、学校・園の教育の内容や実態、子どもたちの様

子等を細かく現場の教諭から説明してもらっています。特別な教育的支援が必要と考えられる子ども

についても話題とし、これからの就学に当たって、どのような形が最善であるか等を検討する場とも

なっています。 
 その他に、教育長自らが毎月１度、各学校・園を訪問し、管理職との懇談の中で、気になる子ども

の情報を把握するようにしています。また、指導室も毎月１度各学校を訪問し、直接授業を参観する

中で、子どもたちの様子を確認しながら、気になる子どもの把握をするようにしています。 
 したがって、学校と教育委員会は大変近い関係にあり、学校、教育委員会の双方向の連絡が常々行

われています。 
先にも記したとおり、特別な教育的支援を必要とする子どもたちには、できるだけ早期に適切な

対応が行われることが大切であり、それを実施するためにも、多くの目で子どもたちを見守る必要が

あると考えています。 
 
５ 白糠養護学校との連携 

  
白糠養護学校には、専門的な知識をもった先生が多いことから、各学校・園でも大いにそのスタ

ッフに助けられています。子どもが幼い場合には、その子どもが本当に特別な教育的支援が必要か否

かに気付くことは、大変難しいことです。中には単に「落ち着きのない子ども」として見逃されてし

まう場合も少なくありません。そんな場合でも、少しでも気になる子どもがいた場合、白糠養護学校

のスタッフに、直接その子どもの様子を見てもらったり、面談してもらったりすることで、適切なア

ドバイスを受けることが可能となっています。 
 これは町としても大変ありがたいことで、今後も一層の力添えをいただきたいと考えているところ

です。 
 
 

図１ 交流だより
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６ 釧路管内の教育支援委員会 

 

 釧路管内には、釧路市を除いて６町村（釧路町・弟子屈町・標茶町・浜中町・鶴居村・白糠町）で

構成する、教育支援委員会が設立されています。 
 ここでは、毎年就学相談の必要と思われる子どもたちの情報を共有し、各町村の担当者、特別支援

学校教諭、医療関係者が一同に会し、教育支援委員会に上がってきたすべての子どもについて、一人

一人検討を行い、適切な就学相談が行われるよう話合いがもたれます。 
 各町村では、教育支援委員会の前に、保護者、各学校・園から報告された特別な教育的支援を必要

とする可能性のある子どもたちやその保護者と面談を行い、教育支援委員会の会議にかけるかどうか

を検討します。その後、保護者の了解を得て、専門的な医療機関のアドバイスも含め、客観的に子ど

もたちの対応について検討を行うこととなっています。 
 最近は対象となる子どもたちの数が増え、数日間にわたって一人一人の子どもについての検討が行

われることが多くなってきました。しかし、町や村単独で判断を行うのではなく、多くの立場や視点

で子どもたちを客観的に見ることが必要であると考え、このような取組を行っています。 
 
７ 小・中学校における特別支援教育支援員の配置 

 

 白糠町では、町費によってすべての小・中学校に、特別支援教育支援員を配置しています。各学校

に１名配置し、既存の教員の補助を行い、特別な教育的支援を必要とする子どもたちにきめ細かな指

導・支援が行われるようにしました。 
 子どもたちがいる間はフルタイムで、１日６時間の勤務をしています。特別な教育的支援を必要と

する子どもたちの日常生活での支援や学習の支援、特別支援学級の教員と協力しての教材づくりなど

を行っています。 
 特別支援教育支援員の資格は、教員免許を取得している方としています。現在は退職した校長先生

や教職経験のある方などを配置し、それぞれの学校において適切な指導を行っていただいています。 
 
 
８ 特別支援学級の交流 
 

 町内にある特別支援学級同士が交流する場面も設定してい

ます。年に１度すべての特別支援学級が他の地域に赴き、他

の町村との交流会を実施しています。そこでは、子どもたち

の交流と同時に、特別支援教育に関わる教員同士が、様々な

情報交換を行う場としても有効に機能しています。 
また、白糠養護学校の子どもたちと町内の学校が交流し、 

互いに学びを通して友好関係を深めています。さらに、白糠高等学校において白糠養護学校の子ども

たちを招き入れ、交流活動を行っています。 
 これらの取組は、できるだけ多くの人と接し、互いが理解し合い、助け合う気持ちを醸成する適切

な機会となっています。 
表２ 交流の実施団体 白糠町交流教育連絡協議会所属団体一覧 

 
 
 
 

【所属団体】 白糠小学校・庶路小学校・白糠中学校・庶路中学校・茶路小中学校・白糠高等学

校・白糠養護学校・庶路幼稚園・白糠双葉幼稚園・白糠学園・太陽の家・身体障害者福祉協議会白

糠分会・白糠町福祉課・白糠町教育委員会 

図２ 交流会の様子 
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９ 町民との関わり 

 
 白糠町の西地区には、白糠養護学校、白糠学園、特別養護老人ホーム（清和園）があります。そこ

で開かれる各種行事には、多くの町民も参加し、特別支援教育への理解を深める機会となっています。 
 白糠養護学校で行われる運動会や白糠学園で実施する「学園祭り」には、町の商工会、ライオンズ

クラブ、白糠高等学校、教育委員会、各学校も協力し、特別支援学校の子どもたちとの交流を積極的

に図っています。 
 また、各学校・園の特別支援学級に在籍する子どもたちや特別な教育的支援を必要とする子どもた

ちも積極的に町内行事に参加するなど、町ぐるみで特別支援教育への関心を高めています。 
 
10 社会への進出 
 
 特別支援学校や特別支援学級を卒業した子どもたちは、それぞれの希望によって進路を決定してい

きますが、白糠町内にもその受入れ先があります。その一つが、白糠地区にある「太陽の家」と、庶

路地区にある「虹の家」です。それぞれの施設では、パンやクッキー等、その他にも惣菜等を手作り

し販売しています。時には町内だけではなく、釧路市の大手スーパーなどにも出店し、多くのお客様

に好評を得ています。 
また、積極的に施設見学のための門戸を開き、白糠養護学校の子どもたちが作業体験を行う場と

もなっています。特別な教育的支援を必要とする子どもたちの社会進出の場は決して多いとはいえま

せんが、こうした機関が町内にあることによって、町民の理解も一層深まりつつあります。 
 同時に、町内にある「身体障害者福祉協会白糠分会」には、こうした施設への物心両面からの援助

をはじめ、町全体が福祉に対する意識を高めるために協力をいただいています。 
 

11 今後の特別支援教育に向けて 
 

 現在白糠町には、35名の特別支援学級に在籍する子どもがいます。その子どもたち一人一人につい

ては、先に記した「個別の教育支援計画」（マリーモ）が作成され、個に応じた適切な対応が行われ

ています。しかし、通常の学級にも特別な教育的支援が必要ではないかと思われる子どもが存在して

いるのが現状です。その多くは、保護者の理解が得られず適切な対応が遅れている場合がほとんどで

す。特別な教育的支援が必要な子どもは、決して特別な存在ではありません。支援が必要な面はその

子どもの個性であると認識し、教育的ニーズに合った適切な指導が必要です。 
 白糠町は小さな町であるため、いまだに特別支援学級に在籍することや、特別な教育的支援が必要

な子どもであると判断されることへの理解が十分ではありません。学校の現場が現在、個に応じた指

導を掲げているにもかかわらず、特別な教育的ニーズのある子どもたちすべてに適切に対応できてい

るかといえば、こちらも十分ではありません。 
 特別な教育的支援を必要とする子どもたちの実態を広く社会に認識してもらい、特別な教育的支援

へのハードルを少しでも低くしていくことが必要です。そのためにも、今後一層、学校・園・関係機

関が連携を密にし、情報を交流し合い、それを広く社会に発信していくことが大切であると考えてい

ます。 
 町の取組が釧路管内の取組となり、更には全道・全国の取組となって広がり、そして、各地域の取

組を参考としながら、子どもたちへの対応を充実させていく必要があります。今後も、子どもたち一

人一人がその個性を生かし、自分らしい生き方ができるよう、社会全体が力を合わせて邁進すること

を期待しています。 
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１ はじめに 

長沼中学校では、卒業後の社会参加と自立に向けて、働く習慣や意義、職場でのルールや人との

関わり方を学ぶことを目的として、多くの事業所や施設のご理解・ご協力の下、障がいの特性に応じ

た職場体験や実習に取り組んでいます。 
 様々な障がいのある生徒が、在学中の職場体験や実習を通して成長し、自己実現を果たしています

が、発達障がいのある生徒については十分な理解がされているとは言い難く、周囲の理解を得て社会

参加や就労を実現するのは難しいといった状況も見られます。 

 「抽象的な思考や未経験な事柄について考えるのが苦手な生徒に、具体的な体験を通して社会を 

垣間見ることから始めなくてはならない」「周囲の理解を得て地域社会に貢献することで、成長し自 

信を付けてほしい」という願いの下、一昨年から職場体験を行っています。 

 

２ 生徒の実態 

 本校は、今年度統合になったばかりの学校です。北長沼中学校・中央長沼中学校・南長沼中学校の

３校が統合になり、生徒数246名でスタートしました。 

 そのうち特別支援学級は自閉症・情緒障害、知的障害、病弱・身体虚弱、言語障害の４種の学級が

あり、９名の生徒が在籍しています。９名のうち５名が広汎性発達障害の診断を受けており、場の空

気が読めなかったり趣味が独特だったりするなど、同年代とのやりとりが苦手な生徒が多い傾向です。

小学生の遊び相手やお世話をするのが得意な生徒、適応指導教室に通う生徒と仲良くなり、登校へと

導いた生徒もいます。 
 さらに、将来何をしたいかと尋ねると「ＡＫＢ48に入りたい」「自宅の隣にお好み焼き屋を開き、 

お客さんが来たら作ってあげる」と答えるなど、働くこととはどういうことか、早い時期から考えて

いく必要性も感じられました。 
 

３ 地域及び福祉、労働等の関係機関との連携 

 

【長沼町特別支援教育

推進会議】 

 ・専門家委員会 

 ・企画連携委員会 

 

 

 

 

 

 

【校内支援体制】 

 ・生徒指導委員会 

 ・特別支援教育委員会 

 ・特別支援教育コーディネー

ターの機能化 

 

 

 

 

 

【総合保健福祉センター

「りふれ」】 

【長沼陽風会陽風本部】

  ・パン工房陽風堂 

  ・クリーニング陽風 

 

長沼町立長沼中学校【増 谷 英 人 校長】 

教諭 三 浦 智 恵

長沼町立長沼中学校における 

特別支援学級の職場体験 

～地域の中でたくましく生活する子どもの育成を目指して～ 

図１ 関係機関との連携
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４ 職場体験の必要性 

 将来子どもたちが直面するであろう様々な課題に柔軟かつたくましく対応し、社会人・職業人とし

て自立していくためには、進路を自分の問題として考え始める時期に、自己の生き方を考えることが

できるようにすることが大切です。自己の生き方を考えることができるとは、以下の三つのことが考

えられます。 
 一つには、人や社会、自然との関わりにおいて、自らの生活や行動について考えていくことです。

社会や自然の中に生きる一員として、何をすべきか、どのようにすべきかなどを考えることです。 
 二つには、自分にとっての学ぶことの意味や価値を考えていくことです。取り組んだ学習活動を通

して、自分の考えや意見を深めることであり、また、学習の有用感を味わうなどして学ぶことの意味

を自覚することです。 
 三つには、学んだことを現在及び将来の自己の生き方につなげて考えることです。学習の成果から

達成感や自信をもち、自分のよさや可能性に気付き、自分の人生や将来、職業について考えていくこ

とです。 
特別な教育的支援を必要とする生徒の中には、自己肯定感を得られないために大人に対して反抗

的な態度を取ってしまう生徒、過度の感覚過敏があるため将来に自信がもてない生徒、今学習してい

ることが将来どのように役立つのか分からず「10年後の自分」と言われても具体的にイメージできない

生徒等、様々な課題を抱えている生徒がいます。ほとんどの生徒は高等支援学校（高等養護学校）へ

の進学を希望し、中学校卒業後、寄宿舎に入舎し親元を離れて生活します。そのような生徒にとって、

事前や事後の学習を含めた職場体験は、学校や家庭での生活と関連を図り、将来の自立へ向けた自覚

を芽生えさせる体験として、有意義で必要なものと考えています。 

 

５ 年間計画［地域社会参加を目指した職場体験（進路学習）］  

        生活単元学習      職場体験（進路学習） 

  ４月  身近な仕事、いろいろな仕事（１時間）  南幌養護学校生徒との交流（１時間） 
 
  ５月 

     

 
  ・家族の仕事について発表・報告 

  ・地域の作業や卒業生の進路状況 

（１時間）

 仮想体験「スーパー長中」 

 ・買い物・販売練習 （数学科と連携） 

 
  ６月 

 

 
 「働くってどういうことだろう？」 

（１時間）

 ※ 図３ 職場体験ワークシート参照 

 

 

 
  ７月 

 

 
 「働くために必要なこと」（１時間） 

※ 図３ 職場体験ワークシート参照 

 

 
 
  ８月 

 

 
  職場体験の内容（１時間） 

   ・シミュレーション練習 

 学校祭での販売実習（数学科と連携） 

   ・学級菜園の野菜、アクリルたわし 
 
  ９月 
 

 

 
  職場体験 
「働いてみてどうだった？」（１時間） 
※ 図３ 職場体験ワークシート参照 

 職場体験（作業学習） 
 調理パーティー 

 
 
 １０月 
 
 
 
 

 
  職場体験の反省 
  ・職場の方からの評価受け止め 
  ・担任と話合い 
  ・交流会発表練習（１時間：個別） 
  

 町内交流会（収穫祭） 
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 １１月 

 

 
   ・職場体験交流会 
   ・お礼状を書こう（国語） 
  ・自分の得意なこと、不得意なこと 

（１時間：個別と合同）

 

 
 １２月 

   １月 
 
 
 

 

 
  自己理解と将来に向けて 

  ・私のプロフィール（１時間） 

  ・10年後の自分（国語） 
  ・面接に向けて（３時間） 
  ・願書の書き方（３時間） 
  ・履歴書の書き方（２時間） 

 
 
 
 
 

 

 
   ２月 

   ３月 
 

 
  進級・卒業に向けて 

   仲間への手紙（国語） 
 

   町内交流会 

   進級・卒業を祝う会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 職場体験ワークシート

図２ 職場体験交流会の様子 
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６ 職場体験の実践 

(1) ねらい 

 ・将来の就労を目指し、職場体験を行う中で勤労の意義を体感するとともに、生徒一人一人の個性

や能力、発達段階に応じた、職業観や勤労観を育成する。 

 ・長沼町内の施設で職場実習を行うことで、社会参加する喜びや地域の一員として地元施設を大切

に思う気持ちを育てる。また、地域の方々にも理解と協力を得る機会とする。 

 ・生徒一人一人に職業生活、社会生活に必要な知識、技能の習得への理解や関心を養う。 

図４ 職場体験ワークシートへの生徒の書き込み 
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(2) 指導の流れ（概略） 

       生徒の活動     教師の役割・支援 

 
 Ａ 事前指導 
 
 
 
 
 
 

 
・家族や先輩の仕事やその様子につ  

いて発表し合う 
・「働くってどういうこと？」 
・「働くために必要なこと」 
 ワークシートに取り組む 
・個人目標を書く 
・挨拶の準備 

 
・家庭で保護者の仕事について聞いて

きたかを尋ねる 
 先輩達はどうしているか話す 
・発表交流他の考えをよく聞くよう導

く 
・前年度の写真を見せ、具体的に考え

るよう導く 
 
 Ｂ 当 日 
 （職場体験） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○導入 
 ・玄関で全員に挨拶する 
 ・「長沼中学校から職場実習にき

ました」と窓口に申し出る 
 ・代表の方に挨拶する 
 ・担当の方に自己紹介する 
○展開 
 ・仕事の説明をよく聞き返事する 
 ・分からないことは聞く 
 ・丁寧に行う 
 ・少しずつ作業を速くしていく 
○まとめ 
 ・お礼の挨拶、感想を言う 

 
・会う人たちに大きな声で挨拶しよう

「おはようございます」 
  「・・・（名前）です。」 
  「よろしくお願いいたします」 
 と促す 
 
・生徒が理解しているかを確認する 
 
・一緒に作業しながら間違いがないか

確認する 
 
・職場の方へのお礼を促す 
・職場の方からの評価を依頼する 
 

 
 Ｃ 事後指導 
 

 
・「働いてみてどうだった？」 
  ワークシートに取り組む 

 
・本人の評価を聞き取る 
・職場の方の評価について、本人と話

し合う 

(3) 評価 

  ・遅刻をしなかったか             ・集中して仕事をしたか 

  ・挨拶や返事ができたか            ・相手に伝わる声の大きさだったか 

  ・説明をよく聞き、必要なことは質問できたか    ・片付けを進んで行ったか 

 (4) 職場体験の実習場所について 

  ① 総合保健福祉センター「りふれ」での実習 

この施設には、保育士や子ども発達支援センターの指導員

が勤務しており、出生時や就学前からの相談機能的な役割を果

たしています。また、特別支援学級の生徒が希望する学科の特

徴を考えると、高等支援学校に新たな専門教科として新設され

ている「福祉」分野の希望が多く、生徒自身が就労後、一生の

相談窓口となる施設です。 
 
  

    

    

 

 

《職場体験・実習内容》 

 ・介護関係：通知文三つ折りと封詰め、福祉行事のしおりと要綱の帳合い 

 ・保健関係：健康診断キット詰め 

  ※生徒は同じ作業を同じ場所で体験、状況に応じて能力別の流れ作業になる場合あり。

  
 ② 長沼町社会福祉法人「長沼陽風会」での実習 

この施設は、比較的重い障がいのある方から軽い障がいのある方まで、幅広く受け入れて

図５ 健康診断キット詰めの様子
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いる障害者支援施設です。長沼町内の「長沼陽風会」は、南長

沼に本館があり、平成24年に市街地にパン工房を開業し、平成

26年にはクリーニング店を店主から引き継ぐ形で開店するなど

活動の場を広げています。 
 

    

    

    

《職場体験・実習内容》 

 ・玉葱と人参の一次加工、ナッツの計量、紙袋の袋詰め、クリーニング作業 

  ※生徒は別々の作業場所に分かれて活動、状況に応じて変更もあり。 

 

７ 他校種との交流及び共同学習（地域連携） 

 本校では、長沼から南幌養護学校に通っている生徒との交流及び共同学習を行っています。毎年、

南幌養護学校の居住地校交流担当コーディネーターや町内小学校特別支援学級担当者等との連携によ

り、町内特別支援学級合同行事、町内施設見学、学校での合同調理実習、学校祭での野菜・作業作品

販売などの体験活動を企画・運営しています。 

 地域の作業所で職場体験をすることや異校種の児童生徒と交流することは、本校の生徒はもちろん、

南幌養護学校中学部の生徒にとっても、社会参加する喜びや地域の一員として、地域を大切に思う気

持ちを育て、地域の方々にも理解、協力を得る機会として大切なものととらえています。 

 

８ 成果と課題 

 本校で実施している特別支援学級を基軸にした「職場体験」「異校種間交流」は、生徒にとって 

日常の生活指導や作業学習が将来どのように役立つのかという発見や自覚があり、日頃の学習に対 

する姿勢や意欲の改善につながりました。また、体験の中で「商品を落とさないようにしよう」「帳

合いで指の跡をつけないように紙に触ろう」「自分が先輩であり、経験者だから頑張ろう」「緊張せ

ずに何とか頑張ろう」等、自分の仕事が人の手元に渡ること、商品になって業者や店頭に運ばれるこ

とを意識して働いているということを実感できたものと考えています。 

 私たち指導者は、生徒を理解しようと目先の事に追われがちですが、毎年職場実習を行うことによ

り、生徒が日頃は見せない力を社会の一員として発揮する姿を見ることや生徒が将来どのように大人

になっていくだろうかと考える機会を得ることができます。 

 今後は、生徒が地域の中でたくましく生きるために、小学校から中学校、そして高等学校や特別支

援学校へ、途切れずに発達に応じて学び、この「学ぶこと 生きること 働くこと」についての学習

を小学校段階から意識的・継続的に交流していくことが課題と考えています。 

 

９ おわりに 

 

 どの生徒も、遅かれ早かれ、社会の一員として課題にぶつかり乗り越えなければならない日が来ま

す。ＡＫＢ48に入りたい夢やお好み焼き屋さんになりたい夢を諦めなくても、それをきっかけに今現

在できることを精一杯考えていけばよいと思います。職場体験や進路を考える様々な自己分析から、

生徒は自然と優先順位を考え、自分の在り方、生き方を選択していくと感じました。 

 今後も、これからの生き方について生徒たちが考え合う学習の場を大切にして、将来生徒が直面す

るであろう様々な課題に柔軟にたくましく対応し、自立していくことができる力を育んでいきたいと

考えます。 

図６ 「長沼陽風会」での実習の様子
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平成２５年度 文部科学省 発達障害に関する教職員の専門性向上事業「発達障害理解推進拠点事業」 

「発達障害のある心理的な支援が必要な 

児童生徒の理解と指導・支援の在り方に関する研究」 

道内の情緒障害児短期治療施設や児童自立支援施設に併設する学校には、発達障害のある心理的

な支援が必要な児童生徒が多く在籍しています。各学校においては、児童生徒の学習上及び行動上

の課題や心理的な不安定さへの対応に苦慮しながらも、様々な工夫を取り入れた指導を行っていま

す。 

そこで、本研究では、このような児童生徒が心理的に安定し、自信や意欲をもって学習活動に

取り組むことができる教育的対応の充実を図るため、児童生徒一人一人の実態把握を行い、自尊

感情・自己肯定感を高める指導・支援の在り方を検討しました。 

研究の趣旨 

 発達障害のある心理的な支援が必要な児童生徒の自尊感情・自己肯定感を高める指導・支援の在

り方について明らかにすることを目的として研究を進めました。 

研究の方向性 

本研究では、「心理的な支援が必要な児童生徒」を、「児童虐待をはじめとした、養育上の問題を抱え、心理的ケ

ア等が必要な児童生徒」と定義しました。 

研究紀要ダイジェスト 

１ 発達障害の特性や心理的な状態から、児

童生徒の全体的な特徴を把握しました。ま

た、「発達障害のある心理的な支援が必要な

児童生徒理解のためのアセスメントシート

（試案）」を作成しました。（右表） 

２ 「安全・安心感、信頼感を育むかかわり」

と「肯定的な評価の積極的活用」を教育的

対応の視点として整理し、事例を示しまし

た。（研究紀要 p.29～35） 

３ 教員の取組を支える体制づくりについて 

実践例を示しながら整理しました。 

（研究紀要 p.36～42） 

研究の成果 

「発達障害のある心理的な支援が必要な児童生徒理

解のためのアセスメントシート（試案）」（一部抜粋） 

項   目 

学
習 

授業や活動が終わるまで、注意や集中を維持する。 

途中で口をはさまずに最後まで説明を聞く。 

運
動

道具（はさみや定規）を器用に使う。 

ボール運動やなわとび、マット運動等の協調運動が、学年相

応である。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン 

適切な距離感で会話する。 

攻撃的・否定的にならず、自分の気持ちを伝えられる。 

できる・分かる喜びを素直に言葉や行動で表現する。 

対
人
関
係 

場の雰囲気や相手の意図や感情を理解し、行動する。 

相手の気持ちや考えを理解してかかわりをもつ。 

困っていることを教師や友達に聞いたり、相談したりする。

心
理
的
な
安
定 

心理的に緊張したり、不安になったりすることなく、情緒が

安定している。 

大人や友達を信頼し、心理的に安定した行動がみられる。 

指示や注意を受けても、感情的にならずに行動をコントロー

ルする。 

初めてのことや慣れていないことにも柔軟に対応する。 

意
欲
・
自
信 

肯定的な評価（ほめられる、認められる）を喜ぶ。 

肯定的な評価（ほめられる、認められる）により、次の学習

意欲につなげる。 

自らの存在を否定せず、前向きな気持ちで生活する。 

新しいことや少し難しい課題にも積極的に挑戦する。 

○ 「発達障害のある心理的な支援が必要な 
児童生徒理解のためのアセスメントシート 
（試案）」の作成。 

○ 発達障害のある心理的な支援が必要な児 
童生徒の自尊感情・自己肯定感を高める教 
育的対応の視点の明示と指導・支援の検討。

○ 指導・支援の充実を図る教員の支援体制 
の検討。 

研究の内容 

キーワード：発達障害、心理的な支援、自尊感情・自己肯定感、安全・安心感、信頼感、ほめる・認める肯定的な評価 

調査用のアセスメントシートでは、発達

障害のない児童生徒に比べ、発達障害のあ

る児童生徒の方が全ての項目で低い数値を

示しました。 

また、各項目では、「肯定的な評価（ほ

められる、認められる）により、次の学習

意欲につなげる。」などが高い数値を、「攻

撃的・否定的にならず、自分の気持ちを伝

えられる。」項目などが低い数値を示しま

した。 

児童生徒の学習面・行動面・心理面の状

態を明らにし、効果的な指導・支援につな

げるために、６カテゴリー４７項目のアセ

スメントシートを作成しました。 

自尊感情・自己肯定感を 

高めることが必要

研究紀要

第２７号
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３つのポイントで整理 

「理解促進のための工夫」 

「課題達成のための工夫」 

「環境づくり」 

安全な環境

自尊感情・自己肯定感を高めるためのイメージ図 

 学校名 施設名  

研
究
協
力
校
（
拠
点
校
）

・北広島市立西の里小学校陽香分校 

・北広島市立西の里中学校陽香分校 

北海道立 

向陽学院 

児童自立

支援施設
・七飯町立大沼小学校鈴蘭谷分校 

・七飯町立大沼中学校鈴蘭谷分校 

北海道立 

大沼学園 

・遠軽町立東小学校望の岡分校 

・遠軽町立遠軽中学校望の岡分校 

（社会福祉法人） 

北海道家庭学校

・伊達市立星の丘小学校 

・伊達市立星の丘中学校 

（社会福祉法人タラプ）

バウムハウス

情緒障害児

短期治療施設

【研究紀要はこちらからダウンロードできます】 
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?action=cabinet_action_main_download
&block_id=209&room_id=1&cabinet_id=4&file_id=514&upload_id=1159 

研究に御協力いただいた学校と施設 
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 今年度は、12月25日、１月６日・７日・８日、１月15日に開催します。 

 一日又は半日を通して受講していただくコース制となっています。それぞれのコース内容と対象は、

下記の通りです。11月10日（月）から12月５日（金）までの期間に、当センターへ直接ＦＡＸ又は電

子メールで申込用紙を送信、もしくはＷｅｂページ上の申込フォームからお申込みください。 

 受講の可否については受講希望者あてにＦＡＸで通知します。 

 なお、詳しい日程につきましては平成26年度事業案内のＰ28～29をご覧ください。（当センター

Ｗｅｂページにも掲載しています。） 

 

 

 

 コース名 対象（定員） コース内容 

12月25日 

（木） 

 

心理検査充実コースⅢ 

 

学校の教員 

（20名） 

ＷＩＳＣ－Ⅳ知能検査の基礎的な理解につ

いて研修します。  

心理検査充実コースⅣ 

 

学校の教員 

（20名） 

 心理・教育アセスメントバッテリーＫＡＢ

Ｃ－Ⅱの基礎的な理解について研修します。

１月６日 

（火） 

 

 

 

 

授業づくり充実コース 

 

 

 

幼稚園、小・中

学校教職員、高

等学校教職員、

特別支援学校

教職員 

（20名） 

幼児児童生徒の主体性を引き出す授業を構

築するための、個別の指導計画や学習指導案

の作成のポイント、実態把握に基づいた授業

づくりなどについて研修します。 

 

 

１月７日 

（水） 

 

 

特別支援学校

充実コース 

 

 

 

 

 

 

 

視覚障害 

   

 

特別支援学校 

教員（20名） 

 

 視覚障害における病理と生理、触察指導の

実際、弱視レンズ、視覚認知指導の実際等に

ついて研修します。 

１月８日 

（木） 

     

 

 

 

 

 

聴覚障害 

   

 

特別支援学校 

教員（20名） 

 

 手話を活用した指導、聴覚を活用した指導、

聾学校における指導の在り方等について研修

します。 

知的障害 

 

 

特別支援学校 

教員（20名） 

 

 知的障害教育における分かりやすい学習指

導案の作成や各教科等を合わせた指導の実際

等について研修します。 

肢体不自由 

   

特別支援学校 

教員（20名） 

 

 身体の動きに関する実際把握や教科指導の

実際、ＩＣＴの活用による授業改善等につい

て研修します 

16:20 からト
ワイライト研
修が行われま
す。 
（特セン研究
成果報告） 

16:20 からトワイライト
研修が行われます。 
（特セン研究成果報告） 

冬季講座と公開講義のご案内 

北海道立特別支援教育センターからのお知らせ 

冬季講座 

9:00 
～16:00 

10:30 
～16:00 
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コース名 対象（定員） 内  容 

１月15日 

（木） 

 

 

 

 

キャリア教育充実コース

 

 

 

 

幼稚園、小・中

学校教職員、高

等学校教職員、

特別支援学校教

職員 

（20名） 

 キャリア教育の視点を基にした教育課程

の編成－実施－評価の充実や、障害のある

生徒の就労状況及び産業の動向を踏まえた

福祉と労働等の連携について理解し、生徒

の希望や適性に応じた就労支援について研

修します。 

 

 

 

 

 研修講座で開催される基調講義や講義の一部を公開しています。講義ごとに受講することが可能で

す。「公開講義受講申込書」（当センターＷｅｂページからダウンロードできます。）に必要事項をご記

入の上、当センターに直接ＦＡＸ又は電子メールで送信、もしくはＷｅｂページ上からお申込みくだ

さい。受講できない場合のみ連絡します。 

 

 

 

 

講義番号 日 時 公開講義名（定員） 講 師 

 

 

１月６日（火） 

13:00～16:00 

幼児児童生徒の長所を活用した授業づく

りと指導（25名） 

北海道教育大学函館校 

准教授  細 谷 一 博 

 

 

１月７日（水） 

 9:00～10:20 

評価に基づく授業改善（45名） 

 

センター所員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月７日（水） 

10:40～12:00 

 

 

 

 

 

【選択講義】 

 障害のある幼児児童生徒の学習指導の実

際 

 ① 各教科の指導部会 

 ② 各教科等を合わせた指導部会 

 ③ 自立活動の指導部会 

（部会ごとに定員を設定）

※ 申し込みの際、各部会のどれか１つを選んでください。

教 員 

 

 

 

 

 

 

 

１月14日（水） 

14:00～17:00 

一人一人のキャリア発達とその意義 

（65名） 

 ※ 道民カレッジと連携した講義 

筑波大学  

名誉教授 渡 辺 三枝子

 

 

１月16日（木） 

 9:00～10:30 

特別支援学校におけるキャリア教育の実

際（65名） 

教 員 

 

9:00 
～12:00 

公開講義 

Ａ２０ 

Ａ２２ 

Ａ２３ 

Ａ２４ 

Ａ２１ 
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 今年度の「特別支援教育ほっかいどう」は、特別な教育的ニーズのあ

る子どもの就学前から卒業後までを通じて社会参加・貢献に向けた効果

的な取組という観点から、各学校や地域の取組を紹介いたしました。 

 今回寄せられた、幼児期における多様な学びの場の構築、町が一体と

なった特別支援教育の取組、中学校における職場体験の実践から、早期

からの一貫した将来の社会自立・貢献を見据えた実践や共生社会の形成

を目指した特別支援教育の取組の重要性について、確認することができ

ました。 

 「特別支援教育ほっかいどう」20号は、３期に分けて発行する予定で

す。今後も各学校や地域において、特別な教育的ニーズのある子どもた

ちの社会自立・貢献に向け、特別支援教育に取り組んでいる実践などを

紹介していきます。その取組を参考にしていただき、読者の皆さんの教

育実践の一助となれば幸いです。 

 最後になりましたが、玉稿をいただきました皆様に厚くお礼申し上げ

ます。 

お知らせ 

 当センターでは、メールマガジンを定期的に発行しております。御希望され

る方は、当センターWebページから登録いただきますようお願いいたします。

編 集 後 記 
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